
























最近まではしてこなかったと言ってよい 2。2009 年に UNESCO の Atlas of World 








話者は 60 代以上と想定されていた(林 2013)。実際には理解できる話者はもっと多いと考え
られ、2018 年 3 月現在の筆者たちの調査では、30 代後半であれば内容についてはほとんど
理解でき、人によっては話すこともできると考えられる(田窪 2018、Yamada et al.(印刷中))。
                                                     































                                                     
3 筆者が八重山語宮良方言の母語話者 2名に対して行ったパイロットテストでは、池間方






5 我々の調査に関しては田窪 2011aを見られたい。 
6 筆者たちの 2006 年 12月 26 日での調査では、84 才の女性はコピーした歌詞を読み、9
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